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１．研究計画の概要 
（1）国際深海掘削計画の微古生物標

本・資料センター（Micropaleontological 

Reference Centers）に保管されている珪

藻化石標本を用いて，太平洋におけるプ

ランクトン珪藻の，現在，200 万年前，

500 万年前，1000 万年前，1600 万年前

の各時間面における主要な種の古生物

地理図を作成する． 

 

（2）作成した古生物地理図をもとに，

海洋プランクトン珪藻が,亜熱帯循環の

成立，パナマ地峡の成立，亜寒帯循環の

成立など，海洋の表層大循環の変化に支

配されての多様化し，変遷したとする仮

説を検証する 

 
２．研究の進捗状況 
（1）国際深海掘削計画において北太平洋

（Site 884），赤道太平洋（Sites 574, 803，806），

南太平洋（Site 1023），インド洋（Site 266），

南太平洋−南大洋（Sites 274，278）から採取

された8本のコアを用いて解析を進めている．

古地磁気層序が明らかにされている 4 本のコ

アについては，古地磁気年代を入れ，国際深

海掘削計画の初期に採取され，古地磁気層序

の明らかでない 4 本のコア（Sites 266, 274，

278, 574）については，珪藻化石による微化

石層序を明らかにし，微化石年代尺度を用い

てコアに年代目盛を入れた． 

 古生物地理図を作成する基礎的なデータ

として，8 本のコアより採取した約 350 試料

に含まれる Thalassionema 属と Cavitatus属か

ら，5 新種を含む 36 種を識別し，漸新世以降

のそれらの層序分布を明らかにした． 

 

（2）東赤道太平洋で 28.5〜26.5 Ma に成立し

た熱帯域の Thalassionema-Cavitatus 群集は， 

16.3 Ma には北太平洋北部に，17 Ma までに南

太平洋−南大洋にそれぞれ拡散して，5 Ma 前

後に Cavitatus 群集が太平洋から，3 Ma 前後

に Thalassionema 群集が高緯度域からそれぞ

れ消滅したことを明らかにした．この事実に

よって，Thalassionema-Cavitatus 群集の太平

洋における変遷と，中新世における亜熱帯循

環の形成や鮮新世における亜寒帯循環の成

立との対応関係が示唆された．  

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている． 
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（理由）国際深海掘削計画の初期に採取され

たコアは，古地磁気層序が明らかになってお

らず，コアの年代層序が確立されていない．

それらのコアの珪藻化石層序を明らかにし，

コアに微化石年代を入れる作業に時間を要

した． 

 
４．今後の研究の推進方策 

（1）8 本のコアについて明らかになった

Thalassionema 属の 21 種，Cavitatus 属の 14

種の層序分布と，古地磁気層序と微化石層序

によって明らかになった［コアの深度］−［地

質年代］の対応関係をもとに，200 万年前，

500 万年前，1000 万年前，1600 万年前

の 各 時 間 面 に お け る Thalassionema −

Cavitatus 属の古生物地理図を作成する．

な お ， 現 在 の 海 洋 に お け る 現 存 の

Thalassionema 属の地理的分布図はすでに完

成している． 

（2）Thalassionema 属，Cavitatus 属に加えて，

Actinocyclus 属についても，8 本のコアにおけ

る層序分布を明らかにし，その古生物地理図

を作成する． 

（3）作成した古地理図をもとに，これらの

3 属に含まれる約 40 種が,海洋の表層大

循環の変化に支配されての多様化し，変

遷したとする仮説を検証する． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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